
1
7月7日は七夕にもかかわらず晴れる確率が低いことで知られる
ので、雨の特異日である。〇か✕か。

2
よく「大学入試センター試験の行われる日は雪の特異日」と言わ
れている。受験生には気の毒ですがこの日は雪の特異日であ
る。〇か✕か

3
「10月10日が東京の晴れの特異日であったことから、1964年の
東京オリンピックの開会式の日に選ばれた」と言われているが、
１０月１０日は晴れの特異日である。〇か✕か

4 明治天皇の誕生日は晴れの特異日である。〇か✕か

5
特異日は長らく固定されたものではなく、長周期の変動が見
られるものも多い。〇か✕か

6
１月１６日　　　　　　３月１４日
６月１日　　　　　　　１１月３日

7
３月３０日　　　　　６月２８日
７月１７日　　　　　９月１２日

8 8月18日

9 4月6日

10 ９月１７日　　　９月２６日

『特異日』クイズ
　　※「特異日」とは、ある気象状態が「その前後の日と比べて」大きな確率で現れる日の事です。従っ
て、例えば毎年ある特定の日に晴れが多い場合であっても、その前後の日も晴れが多い（即ち、晴れの多い
季節である）ならば、特異日とは呼ばれません。

【問題１】　次の文が正しければ〇、間違いなら✕で答えて下さい。

雨の特異日　　晴れの特異日　猛暑の特異日　台風の特異日　花冷えの特異日

【問題２】　次の日は、日本（主に東京）の特異日です。
何の特異日か四角から選んで記入してください


